よ < あるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用<ださい。 
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A 警告 


電気製品はち全のための注意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることびあります。 
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に J をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してく 
ださい。 
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ffi 用上のご注意 

設置場所について 

なのよラな場所には置かないでください。 

• ぐ5ついた台の上や不安定な所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい巧。 

• 直射日光び当たる所、温度び高い巧。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキか5近 
い所。 

(チューナーやテレビ、ビデオデッキと 
いっしょに使用するとき、近くに置くと、 
雑音び入った0、映像が乱れたりすること 
びあります。特に室内アンテナのとさに起 
こりやすいので屋外アンテナの使用をおす 
すめします。） 

音量を調節ずるとさは 

スーパーオーディオ CD は CD と比べ、可聴帯 
域を超える高域成分の出力び巧能です。不用 
意に音量を上げてしまラと、音び聞こえない 
にわかかわ5ず、ノイズび発生した0アンプ 
の保護回路び働いた0、スピーカーを破損し 
た0するおそれびあ0ます。 

再生を始める前には音量を必ず小さくしてお 
さましょ j 。 

ステレオを聞くとさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみ 
になるとさは、隣近所に迷 
惑びかからないよラな音量 
でお聞さください。特に、 
夜は小さめな音でわ周囲に 
はよく通るものでず。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるな 
どお互いにむを配り、快い生ま環境を守0ま 
しよラ。このマークは音のエチケットのシン 
ボルマークです。 


結露について 

部屋の暖房を入れた直後など、内部のレンズ 
に水滴びつくことびあ0ます。これを結露と 
いいます。このとさは、正常に動作しないば 
か0でなく、ディスクや部品を傷めることび 
あ0ます。本機を使わないとさは、ディスク 
を取0出しておいてください。 

結露び生じたとさは、ディスクを取り出し 
て、電源を入れたまま約1時間放置し、再度 
電源を入れ直してからお使いください。ちし 
何時間たっても正常に動作しないとさは、ソ 
ニーヴービス窓口にご相談ください。 

本体のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面のミちれは、中性洗剤 
をかし含ませた柔らかい巧でふいてくださ 
い。シンナーやベンジン、アルコールなどは 
表面を傷めまずので使わないで<ださい。 

クリーニングディスクについて 

市販のレンズ用のクリーニングディスクは、 
本機では使わないでください。故障するおそ 
れびあります。 

本体を持ち運ぶときは 

• 入っているディスクは、必ず取り出してお 
いて < ださい。 

• 必ずディスクトレイを閉めた状態にしてお 
いて < ださい。 

ディスクを入れたときは 

本体から発信音や機械音び聞こえることがあ 
ります。 

これは、各ディスクに合わせて本体内部の 
サーボび自動調節を行ったとさに出す音で 
す。 

ご注意 

スーパーオーディオ CD プレーヤーは、ディスクを 
□ーディングしてから再生び始まるまでの時間び、 
一般的な CD プレーヤーより長くかかることびあり 
ますび、故障ではありません。 

これは、ディスクの種類の判別、ヴーボ調整、著作 
権保護の確認などを、再生するディスクごとに本体 
内部で自動的に行っているためです。 
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本機の特長 


本機は、 スーパーオーデ ィオ2チャンネルと 

マルチチャンネル、および現行の CD の再生 

に対応してお0、 UTF のよラな特長びあ0ま 

す。 

• スーパーオーディオ CD と現行 CD のディ 
スク信号の読み取りに、各々の専用波長の 
レーヴーを持つ、ディスク U —トデュアル 
レーヴー光学ピックアップを搭載していま 
す。 

• 先進のサーボカニズムにより、迅速な卜 
ラックアクセスを実現しています。 

• マルチチャンネルマネージメント機能によ 
0、スピーカーの配置やサイズに合せた、 
マルチチャンネルの再生環境の設定び可能 
です。 

• スー パーオーディオ D / A コンバーターの 
採用で、より高音質の再生を実現していま 
す。 

• スーパーオーディオ CD では、最大9已已曲 
までのトラック/インデックス番号の収録 
び巧能になりました。本機はこのフ ォー 
マットに対応しています。 


再をでをるディスク 
にごいて 

本機では;欠のディスクを再生できます。 

• スーパーオーディオ CD 
•CD 

政下のディスクは本機では再生でさません。 

• CD-ROM ( MP 3、 JPEG など） 

• DVD 

• DTS-CD 

• DualDisc 
など 

CD - ROM や DVD を入れると、エラーメッ 
セージ 「 T 0 CERR 0 R 」 や「 N 0 DISC 」 び 
表示された0、再生してわ音び出なかったり 
します。 DTS - CD と DualDisc については、 
それぞれ下記のごを意をご覧 < ださし、。 

CD 再生時のご注意 

本製品は、コンパクトディスクにの規格に準拠 
した宣楽ディスクの再生を前提として、設計されて 
います。最近、いくつかのレコード含社より著作権 
保護を目的とした巧術び搭載された音楽ディスクび 
販売されていますび、これらの中には CD 規格に準 
拠していないものちあり、本製品で再生でをない場 
をびあります。 

CD-R/CD-RW 再生時のごま意 

CD - R / CD - RW ドライプで録音されたディスクに 
は、傷や巧れ、また録音状態や録宣機の特性等び原 
因で、再生で走ないちのびあります。また、すべて 
の録宣終了時に録宣の終わりを記録するファイナラ 
イズ作業をしていないディスクは再生でをません。 
このとを 「 READING 」 び表示されたままだった 
り 、 「TOC ERROR 」 び表おされます。 

DTS-CD についてのごま意 

本機は DTS - CD の再生に対応していません。 DTS - 
CD を誤って再生ずると、極端に大きなノイズび出 
ることびあり、本機の故障の原因となることびあり 
ます。 

DualDisc についてのごま意 

DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専巧 
面とを組み含わせた新しい両面ディスクです。 

なお、この音楽専用面はコンパクトディスクに D ) 
の規格には準拠していないため、本製品での再生は 
保話し)たしません。 
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スー パーオーデイオ 
CD にごいて 


スーパーオーディオ CD とは、現行の CD など 
に用いられている PCM 方式とは異なる DSD 
(ダイレクトストリームデジタル）方式で記 
録された、新しい高音質オーディオディスク 
の規格です。 DSD 方式は、 CD の目4倍にあ 
たるサンプ U ング周波数で、 ] ビットの量子 
化の採用によ0、現行の CD をはるかに超え 
る広い再生帯域と巧聴帯域における十分なダ 
イナ S ックレンジを確保し、原音をよりお実 
に巧現します。 


スーパー オーデイオ CD ディスク 
の種類 


スーパーオーデイオ C □層と C □層の組み合わ 
せにより2種類のデイスクびあ0ます。 


スーパーオーディオ C □層： 

スーノ くーオーディオ CD の高密 
度信号層 

CD 層い：既存の CD プレーヤーで読み取 
0可能な層 


シングルレイヤーディスク 

(スーパーオーディオ CD 層が単層のみのディスク） 



八イブリツドディスクの 

(スーパーオーディオ CD 層と CD 層とが2層になつ 
ているディスク） 



またスーパーオーディオ CD 層には、2チヤ 
ンネルエ U アとマルチチヤンネルエ U アびあ 
ります。 

2チヤンネルエ U ア：2チヤンネルのステ 
レオ用トラックを記 
録したエリア 
マルチチヤンネルエリア： 

已 .1 チヤンネルまで 
のマルチチヤンネル 
トラックを記録した 
ェI」ア 


例えば、ハイプリツドディスクのスーパーオーディ 
才 CD 層に2チヤンネルエリアとマルチチヤンネル 
エリアの両方が記録されている場合 



1 ) CD 層の内容は通常の CD フレーヤーでわ再生で 
をます。 

の2層構成ですび片面読み出しのため、ディスクを 
裏返す必要はありません。 

ぶお聞きになりたい層は、 SA - CD / CD を押して選 
びます （1 1ページ)。 

4) 両方のエ U アび記録されているディスクの島台 
は、 MULTI /3 CH を巧して聞きたいエ U アを選 
びます （12 ぺージ)。 


5 












■ J モコンに電池を 
入れる 


付属の単3形乾電池2個を、イラストのよラ 
に©と©の向をを正しく入れてください 。 U 
モコンを使ラとさは、本機の U モコン受光部 
回に向けて < ださい。 



ちょっと一言 

電池の交換時期は約巨か月です。 U モコンを本体に 
近づけないと操作しづら<なったら、2個とち新し 
い乾電池に交換してください。 

ごミち意 

• 乾電池の使いかたを誤ると、液をれや破裂のおそ 
れびあります。次のことを必ず守ってください。 
一高温、多湿のところに放置しないでください。 
一電池交換時などに、電池ケースに異物を入れ 
ないで < ださい。 

一©と©の向をを正し<入れてくださし'1。 

一新しい乾電池と使った乾電池、または種類の 
違ラ乾電池を混ぜて使わないでください。 

一乾電池は充電しないでください。 

一長い間リモコンを使わないとをは、乾電池を 
取り出してくださレ。 

一液ちれしたとさは、電池入れについた液をよ 
くふを取ってから新しい乾電池を入れてくだ 
さい。 

• U モコンを使ラときは、リモコン受光部回に直 
射曰光や照明器具などの強い光び当たらないよラ 
にご注意<ださい。 U モコンで操作でをないこと 
びあ0ます。 


接続する 


スーノ くーオーディオ CD プレーヤーと他の機 
器を接続します。接続するとをはプラグを端 
子にしっかり差し込んでください。しっかり 
差し込まないと雑音の原因にな0ます。 

接続するときは、機器の電源を必ず切ってく 
ださい。 


ステレオアンプや MD デッキに 
接続ずる 

本機をステレオアンプや MD デッキのアナ □ 
グ入力端テに接続するとさは 、 ANALOG 
2 CH OUT L / R 端子に接続します。 

接続には、付属のオーディオ接続コードを使 
います。白 （ L ) 端テには白プラグを、ホ 
( R ) 端子にはホプラグをつなざます。 

オーディオ接続コード（付属） 

白 ( L ) 

ホ(の 




ステレオアンプや MD デッキなどの CD 
(またはスーパーオーディオ CD) 入力 
端子またはライン入力端子 （L/R) へ 


6 

























ご注意 

ス ー} (ーオーディオ CD のマルチチヤンネルエ U ア 
(已ぺージ）を再生しているとをは、 2 CH 0 UT か 
らはマルチチヤンネル信号の FRONT L / R だけび出 
力されます。この場合、ディスクによってはボーカ 
ルや他の音声び聞こえないことびあります。 


マルチチャンネルアンプに接 
続ずる_ 

ANALOG 已 .1 CH 日 UT 端テを使ってマルチ 
チャンネルアンプや已 .1 CH 入力対応の AV ア 
ンプと接続ずると、マルチチャンネル再生を 
楽しむことびできます。 

接続にはオーディオ接続コードを使います。 
本機の ANALOG 5.1 CH OUT の各端子 
(FRONT L / R、SURROUND L / R 、 

巳 ENTER 、 SU 曰 WOOFER ) を、それぞれ 
に対応したアンプの端子と接続します。 
FRONT L / R、SURROUND L / R 端テの接 
続にはオーディオ接続コード（ホ/白）を使 
用します。白 （ L ) 端子には白プラグを、ホ 
( R ) 端子にはホプラグをつなざます。 
CENTER、SUB WOOFER 端子の接続には 
オーディオ接続コード（黒）を使用します。 

FRONT L / R、SURROUND L 馬子 
の接続 

オーディオ接続コード（付属*) 

白 ( L ) 巧ユ、 

ホの） 

* ANALOG 2 CH 接続に、才ーディオ接続コード 
(付属）を使用した場合、冉 N 冉 LOG 已 .1 CH 接続 
に使用する付属コードび不足します。 

CENTER、SUB WOOFER 端子の接続 
オーディオ接続コード（付属） 

黒づェ1==-こ 





2CH OUT 

L 简 

■ん1川 lU 

5.1CH0 

FPONT SURKn 

a© 

a© 

1 

s 

gjUgi 

0 

COAXUL 

# 

JT 

OPTIML 

o 


1 

I 

1 




nmi 


的的 


* 


マルチチヤンネ 
ルアンプ 、 AV 
アンプなどへ 


囚 图回回 


困: フロントスピーカーの 入力端子 a / R ) へ 
圆:サラウンド スピーカー またはリアス ピーカー 
の入力端子 （ L / R ) へ 
回:サブウー ファーの 入力端子へ 
回: センタースピーカーの 入力端子へ 


揣 


ご注意 

• スーパーオーディオ CD のマルチチャンネルの 
ディスクは、己 . ICH (チャンネル）のほかに、 

己仁 H 、4 CH 、3 CH 等のチャンネル数のディスク 
ちあります。これらのチャンネル数のディスク再 
生時は、日. 1 CH OUT 端子のすべてから音び出る 
とは限りません。詳しくはマルチチャンネルのソ 
フト（ディスク）のジャケットや添付の説日月書を 
ご覧ください。 

• 2チャンネルエ U アとマルチチャンネルエ U アを 
持つディスクを ANALOG 巳. 1 CH OUT 端子で再 
生しているとをは、優先して再生するエ U アを 
rSEL - Mch 」 に変更してください （12 ベージ)。 
rSEL -2 chJ に設定されていると自動的に2チャ 
ンネルェ U アび再生され、マルチチヤンネルを楽 
しめません。 


次のぺージへつづく 
































デジタル機器に接続ずる 
(COAXIAU _ 

本機を同軸デジタル入力端子付さの MD デッ 
キなどのデジタル機器に接続をするとさは、 
DIGITAL ( CD ) OUT COAXIAL 端子に接続 
します。 

接続には、同軸デジタル接続コードを使用し 
ます。 

同卽デジタル接続コード（別売り） 


デジタル機器に接続ずる 
(OPTICA 。 _ 

本機を光デジタル入力端子付をの MD デッキ 
などのデジタル機器に接続をするときは、 

D に ITAL に □) OUT 日 PT に AL 端テに接続 
します。 

接続には、光デジタル接続コードを使用しま 
す。光デジタル接続コードのプラグをカチッ 
と音びするまでまっすぐに差し込みます。光 
デジタル接続コードは巧〇巧げたり、ねじ5 
ないよラにして < ださい。 




光デジタル接続コード（別売り） 



MD デッキなどの同軸デジタル入力端子へ 


ごを意 

DIGITAL ( CD ) OUT CO 冉 XIAL 端子からは CD の音 
声のみ出力されます。スーパーオーディオ CD の音 
声は出力されません。 



MD デッキなどの光デジタル入力端子へ 


ご注意 

DIGITAL ( CD ) OUT OPTI 仁 AL 端子わ、らは CD の音 
声のみ出力されます。スーパーオーディオ CD の音 
声は出力されません。 
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電源コードをつなぐ 


2 WAMSW ダイヤルを回し 


付属の電源コードを本体後面の AC IN 端子に 
つなぎ、プラグを壁のコンセントに差し込み 
ます。 



本機後面に電源コードを奧まで差し込んで 
を、プラグと本機後面の間に数 SU のすを間 
びでさますび、これで正しくつながれていま 
す。 


他のソニー製 CD プレーヤーと 
組み合わせて使う_ 

1；(下の操作は、 CI ： n / CD 2( i 」 モコンのコマ 
ンドモード)の切り換えびできる、他のソ 
ニー製のリモコンをお持ちの場合にのみ可能 
となります。本機と、他のソニー製 CD プ 
レーヤーのコマンドモード（本体側）を違ラ 
設定にすることにより、 CD 1/ CD 2 の切り換 
え巧能な U モコンで両方のプレーヤーの操作 
び可能とな0ます。 


て、 rcDi / ssEU を選ぶ。 


3 WAMSW ダイヤルを}甲ず。 

現在のコマンドモードび表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回し 
て、 「 CD - 1」またはに〇- 
2」を選び、 WAMSW ダ 
イヤルを押す。 

本機と他のソニー製 C □プレーヤーの、 
それぞれのコマンドモード（本体側） 

を違ラ設定にするには、他機のモード 
び CD 1の場合には本機の設定をに□- 
2」に、他機のモ-ドび CD 2 の場合に 
は本機の設定をに D - l 」 にしてくださ ^ 
し、。リモコンで操作を行なラとをには m 
U モコン側のコマンドモードを、操作 
したいプレーヤーのコマンドモードに 
合わせます。 


ご注意 

本機に付属の U モコンのコマンドモードは CD ] 固 
定です。もし本機（本体側）を CD 2 に設定すると、 
本機は付属の U モコンから操作でさません。 


本体側の コマン ド モー ドを設定ずる 





〇 虹） 

6 


C 

1 

1_1 

し 

_1 


MENU wAMSw 


1 MENU を押ず。 
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1 アンプの電源を入れる。アン 
プのボリユームを最 vj リこする。 

2 アンプの入力切り換えで本機 
を接続している機器のファン 
クシヨンを選ぶ。 

3 本機の POWER スイッチを押 
して電源を入れる。 


4 会を押してディスクトレイを 
開け、ディスクを置く。 



夕ぎの書いてある面を上に 


5 ►を押す。 

1 巧 目 か 5 再生び始まります。途中の 
曲か5再生を始めたいとさは、►-を押 
す前に WAMSW ダイヤルを回し、 
曲番を選んでおいて < ださし、。 


6 アンプで音量を調節する。 

再生中の基本操作 

操作 

使ラボタン 

再生を止める 

■ 

再生を一時停止する 

II 

一時停止した再生を 
再開する 

■■または 

曲を選ぶ 

WAMSW ダイヤ 
ルを回す。 

ディスクを取り出す 

ム 


ちょっと一言 

ディスクび入っているとさに電源を入れると自動的 
に再生び始まります。市版のタイマーと組み含わせ 
ると、巧をな時間に再生を始めることびでをます。 

ご注意 

再生時には、ボ U ュームを最小の状態から徐々にあ 
げて < ださい。 

本機で再生される音楽信号には可聴帯域外の成分び 
含まれており、 スピーカー やちにダメージを与える 
ことびあります。 


ディスクを再をする 


ふつラの再生のしかたと再生中の基本操作に 
ついて説明します。 

POWER 合 ► ■■ ■ 








〇お 



a 

1 


SA - CD/CD 
MULTI /2 CH 
MENU 


wAMSw 



SA - CD/CD 

MULTI /2 CH 


再生する 


一 ③ © ④ S i 帯 0 
一 © ⑤ ® ©!Q 

0@® ろ 10 
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ダイレクト選曲で探ず 


巧蚕を数字ポタンで入力する。 

ちょっと一言 

]] 曲目し处降を入力するには、まず、>10ボタンを 
巧します。次に数字ボタンを使って、10の位、1 
の位の順番で曲蚕を入力します。 0を入力ずるとを 
は] 0/0ボタンを押します。 

例： 3日曲目を選ぶと走 >]0一 3一]日/0 
100曲目を選ぶと走 >10一 >] 日一1一 
10/0 一 ] 0/0 


スーパーオー ディ 
才 CD 層と CD 層を 
切り換える 

スーパーオーディオ C □層と C □層とび2層に 
なった八イブ U ッドディスク（已ページ）を 
再生する場合、聞をたい層を選ぶことびでを 
ます。 （2 層構成ですび片面読み出しのため、 
ディスクを裏返す必要はありません。） 

SA - CD / CD を押して、層を選ぶ。 

ご注意 

SA - 巳 D / CD を使って変更する場台は、現在入って 
いるディスクのみに有効です。 


優先して再生ずる層を変更ずる 

ディスクを入れた時に優先して再生する層を 
選ぶことびでさます。 

1 MENU を押ず。 

2 WAMSW ダイヤルを回し 
て 、 「LAYER SELJ を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを押ず。 

現在の設定び表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回し 

て、再生したい層を選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを押ず。 


■ か 
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回因 


エリアを切り換える表示窓の見かた 


2チヤンネルエ U アとマルチチヤンネルエ U 
アの両方び記録されているディスク（已ぺ一 
ジ）を再生する場合、聞さたいエ U アを選ぶ 
ことびでさます。 

MULTI/2CH を押して、エリアを 
選ぶ。 

ごミち意 

• 本機は初期設定で2チゎンネルエ U アを選択して 
いるので、2チヤンネルを再生ずるときはエ I 」ア 
を切り換える必要はありません。本機を 
AN 冉 LOG 曰. 1 CH OUT 端子で接続している場 
合に、に£1_-1\/]か」（マルチチヤンネルエリア） 
に切0換えてください。 

• MULTI /2 CH を使って変更する場合は、現在 
入つているディスクのみに有効です。 


ディスクを入れた時に優先して再生ずるエ U 
アを選ぶことびでさまず。 

1 MENU を押す。 

2 WAMSW ダイヤルを回し 
て、 rM/2ch SELJ を選ぶ。 


表示窓には、ディスクや再生中の曲に関する 
さまざまな情報び表示されます。本機の状態 
によって、表示される情報は変わります。 



〇远 

6 



C 

1 

I _ I 


し 

1 


menu 表示窓 〜 AMS 〜 

TIME/TEXT 


DISPLAY 

MODE- 

TIME/TEXT- 


d WAMSW ダイヤルを押ず。 

現在の設定び表示されます。 

4 WAMSW ダイヤルを回し 

て、再生したいエリアを選ぶ。 

5 WAMSW ダイヤルを押ず。 


ディスクの全曲数や全再生時間び表示されま 
す。 

回圓 

= 1 = 


早 


GDI 一;曰-广ド 




ULT 


C 



1 

? 

3 

4 



U し二？ 〇 

6 

7 

8 

9 

10 



- 7 — 

回 

囚 A イブリツドディスク表示 
圓ディスクの種類と再生チヤンネル数 
回全曲数び16曲 ULb のとを表示 
回総再生時間 
图総な数 


回 


ディスク装着時の表示 


優先して再生ずるエリアを変 
要ずる 


曹鑑〇 ③ © @ 101 吾 0 
ISIPIP© ⑤④ ©S 
’ の ®® ろ 10 
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再生中の TEXT 表で 

TIME/TEXT を巧す。 

マルチチヤンネルスーノ く一才ーデイオ CD 
ディスク装着時は、曲をの表示の後にマルチ 
チャンネル情報を表示します。 


再生中の曲のま号と再生時間 


1> 


1.5 E 


<=n 


ク 

再生中の巧の残り時間 


〇 


1.51 


ク 

ディスク（またはプ□グラム）全体の残り時間 




43 .が困 


ク 


曲名* 


[> 


Srt-CD 


HI 了 EIIHS し UE5 


ク 

マルチチヤンネル情報（マルチチヤンネル 
スーパーオーデイオ CD ディスク装着時のみ) 


SA-CD 

MULTI S1CH 


nUL TI 弓 t /ch 


TEXT 付さディスクのみ 


ごミち意 

• ディスクによっては、表示でをない文字びありま 
す。 

• 本機は TEXT 情報のうち、ディスク名やアーティ 
スト名、曲名のみを表示します。その他の TEXT 
情報は表示でをません。 


巧のぺージへつづく 


TEXT の情報を見る 

音楽信号の他に、ディスク名やアーティスト 
名などの情報を記録させたをのび TEXT 付を 
ディスクです。本機では TEXT 情報として、 
ディスク名やアーティスト名、再生中の曲名 
を見ることびできます。 

TEXT 付きディスクを入れると、 「 TEXT 」 び 
表示されます。多言語で情報び記録されてし、 
る TEXT 付きディスクの場をは、 [ MULTI - 
TEXTJ び表示されます。他の言語で情報を 
見たいときには 「 TEXT の情報を他の言語で 
見る」 （14 ページ）をご覧ください。 

TEXT の情報び13文字!; LL のときは、 ] 度ス 
ク□ールし、その後は最初の12文字び表示 
されます。 

ご注意 

本機で表示でさるのは英数字のみです。日本語は表 
示されません。 

停止中の TEXT 表示 

TIME/TEXT を押す。 

押すたびに、ディスク名またはアーティスト 
名び表示されます。アーティスト名の表示の 
ときは 「 ART 」 と表示されまず。 

ディスクのタイトル* 



■ か 
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表示を消ず 

リモコンの D に PLAY MODE を 
押ず。 

再生中に押すたびに、表示び消えた0ついた 
りします。 

ただし、表示び消えるのは再生中のみで、再 
生を止めた0—時停止したりすると、表示び 
つさます。再び再生を始めると表示は消えま 
す。 

再生を始める前に 、 DISPLAY M 日 DE を押 
して表示を消すと、「□に P 日 FF 」 び表おさ 
れ、わラ]度巧ずと、 「 D に PON 」 び表示さ 
れます。 


5 WAMSW ダイヤルを押ず。 

新たに逞巧した言語で情報び表示され 
ます。 


TEXT の情報を他の言語で見る 

お手持ちの TEXT 付さディスクび、複数の言 
語で記録されていれば、表示を切り換えるこ 
とびでさます。このよラなディスクを入れる 
と、 「 MULTI - TEXT 」 び表示されます。この 
場合は liTF の手順で言語を切 D 換えます。 


1 MENU を押す。 

2 WAMSW ダイヤルを回し 
て、 「 LANGUAGE 」 を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを押ず。 

現在逞巧されている言語名 
( ENGLISH 、 FRENCH 、 GERMAN な 
ど）び表示されます。 

本機で表示することびでさない言語び 
記録されていた場合は 、 「OTHER 
LANG 」 び表示されます。 


4 WAMSW ダイヤルを回し 

て、言語を選ぶ。 
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再生したい部分を 
採ず 

再生中または一時停止中に、曲の中の聞をた 
い部分を選ぶことびでさます。 






〇祐 6 


a 


wAMSw 


探しかた 

操作のしかた 

再生開始時間を決め 

1停止中に 

て探す 

WAMSW ダイ 

(タイムサーチ） 

ヤルを回して、聞 
さたい巧を選ぶ。 

2 U モコンの 

を押したまま、ディ 
スプレイを見なが 
ら、再生を開始する 
時間を決めて、 

を押ず。 


ちょっと一言 

「 OVER 」 と表示されたとをは最後の曲の終わりま 
で進んでいます。リモコンのを押してくださ 
い。 



|> 


ごミ主意 

極端に短い巧び連続している部分は、正常にサーチ 
でさない場合びあります。 



曲 

fff 


か 


探しかた 

操作のしかた 

再生しなび5探す 
(サーチ） 

再生中、リモコンの 
►►を巧す。 

時間表示を見なび5 
探す（高速サーチ） 

一時停止中、 U モコ 
ンの ◄◄/ ►►を押す。 
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REPEAT — 


リモコンの REPEAT をくり返し}甲 
して、 「 REP 」 または 「 REP 1」 

を表示させる。 

REP :全曲をくり返します（已回まで)。 
REP 1: ] 曲だけをく 0返します。 

「 REP 」 選択時は、選ばれている再生のしか 
たによって、くり返しかたび変わ0ます。 


選ばれている再生 <り返しかた 

ふつラの再生 (10 全曲を順番に再生す 

ぺージ） る 

シャッフル再生 くり返すたびに曲順 

(17 ぺージ）_び変わる_ 

プ□グラム再生 プ□グラムの巧順に 

(17 ページ） 再生する 


リピート再生を解除ずるには 

「 REP 」 または 「 REP 1」び消えるまで 、 U 
モコンの REPEAT をくり返し巧す。 


<0返し再生する 

(リピート再生） 

ディスクの全曲または]曲をく 0返し再生し 
まず。シャッフル再生 （17 ページ）やプ〇 
グラム再生 （17 ページ）を選んだ状態でわ、 
くり返し再生できます。 



ご注意 

U ピート再生の設定は、本機の電源を切ったり、電 
源プラグを抜いたりすると解除されます。 


© © @ 101 香 0 

© © ® @s 

0@® 苗還 
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1 停止中に、リモコンの 
PROGRAM を押ず。 

2 リモコンの! ◄◄/►►! をくり返 
し押して、曲番を選ぶ。 

3 リモコンの ENTER を押す。 

巧をプ□グラムし直ずには 

U モコンの CLEAR を押してから、手順 
2、3をくり返し、正しい曲番を入力す 
る。 

4 手順吕、3をくり返して、聞 
さたい曲をすべてプ□グラム 
する。 

なのべージへつづく 


[> 



广〜1凶 


凶凶 


聞をたい曲だけをプ□グラムして再生でさま 
す。プ□グラムには32巧（または合計時間 
白目9分日日砂）まで登録でさます。 


CONTINUE 


PROGRAM 


CHECK 



1 停止中に、リモコンの 
SHUFFI _ E を押す。 

2 リモコンのを押す。 

巧に巧生する巧びミ夫まる間は、なび表 
示されます。 

全曲を1回ずつ再生し終わると停止し 
ます。 

ふつラの再生に戻ずには 

停止中にリモコンの C 日 NTINUE を押す。 

ご注意 

シッフル再生の設苗ま、本機の電源を切ったり、 
電源プラグを损いたりすると解除されます。 

ちょっと一言 

W ィを押してちすでに再生び終わった巧には戻りま 
せん。 


ランダムに再をする 

(シャッフル再生） 

I 慣不同に全巧を]回ずつ再生します。 


CONTINUE 



SHUFFLE 


巧をな順に再をする 

(プ□グラム再生） 


助贷か 




-i 10 jo ® ® ③ 1 ¢ | 最 0 
isiolo ©⑤® ©逃 

Ip 0®® ろ 10 
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新しい曲をプ□グラムするたびに、プ 
□グラムの合計時間び表示されます。 

5 リモコンのを巧す。 

プ□グラムの再生び始ま D ます。 

ふつラの再生に戻ずには 

停止中に U モコンの CONTINUE を押す。 

ちょっと一言 

再生び終わってを、フ□グラムは残っています。 

U モコンの!>を押すと、プ□グラムの最初から再 
び再生します。再生を途中で止めてち、プ□グラム 
は消えません。 

ごミち意 

• プ□グラムは次の場合に消えます。 

—本機の電源を切ったとさ 
一電源プラグを损いたとを 
一会を押したと击 
一 層やエ U アを切り換えたとを 
• プ□グラム再生中に層やエ U アを切り換えると、 

1曲のみを初めから再生し、停止後プ□グラムび 
消えます。 


プ□グラムの内容を確認する 

再生を始める前または再生中、リ 
モつンの CHECK を <0返し J 甲ず。 

押すたびに、プ□グラムの巧順で、曲番び表 
示されます。再生中は、再生中の曲政降のプ 
□グラムから表示されます。 

プ□グラムの内容を変更ずる 

再生を始める前、プ□グラムの内容を変更で 
をます。 

変更のしかた 

操作のしかた 

途中の巧を消す 

1 消したい曲び表示 
されるまで、 U モ 
コンの CHECK を 
巧す。 

2 リモコンの 

CLEAR を押す。 

最後の曲か5消す 

U モコンの CLEAR 
を巧す。 

押すたびに、プ□グ 
ラムした最後の曲か 

5消えます。 

最後に追加する 

手順2、3をくり返 
す。 

すべてをミ肖す 

U モコンの CLEAR 
または■を 「PGM 
CLEAR 」 と表示さ 
れるまで約2抄間押 
し続ける。 
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再生モードを選ぶ 


1 MENU を押す。 

2 WAMSW ダイヤルを回し 
て、チヤンネルモードを選ぶ。 

「2 chSPM 0 DE 」（2 チヤンネルモー 
ド）： 

2チヤンネルび収録されたスー 
ノ くーオーディオ CD ディスクを 
再生するとを 

「 MchSPMODE 」 （マルチチヤンネル 
モー ド）： 

マルチチヤンネ J レび収録された 
スーノ（一才ーディオ CD ディス 
クを再生するとを 

3 WAMSW ダイヤルを押ず。 

再生モードび表示されます。 


巧のぺージへつづく 


wAMSw 


.LEVEL ADJ 


MENU 


7 ルチチヤンネル 
スーパーオーディオ 
CD を楽しむ 

(マルチチャンネルマネジメント機能） 

本機はマルチチャンネルマネジメント機能を 
搭載しています。プレーヤー内蔵の DSD - 
DS 円こよ0、スピーカーの配置やサイズに 
合わせたスーノ くーオーディオ C □の再生環境 
を設定でさます。 


スピーカー配置の例 



マルチチャンネルマネジメント機能を設定す 
るには、まずあ5かじめプ U セットされてし、 
る再生モードを選びます （2 チャンネルモー 
ド、マルチチャンネルモードをそれぞれ設定 
します)。次に各チャンネルの出カバランス 
を調節します（マルチチャンネルモードの 
が。 

ご注意 

• マルチチヤンネルマネジメント機能は、スーパー 
オーディオ CD ディスク再生時のみ有効です。 

• 選おされた再生モードによっては、出カバランス 
調節びでさないをのびあります。 



助贷か 


曹農〇 @®® i 05 墓 
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4 WAMSW ダイヤルを回し 

て、再生モードを選ぶ。 

巧期設定はなのとお0です。 

2チヤンネルモード： 

にか DIRECT 」 
マルチチヤンネルモード： 

「Mch DIRECTJ 


2チヤンネルモードのとさ 


再生モード 

F 



SW 

2 ch 

DIRECT * 

〇 



一 

2 ch + SW 

〇 



o 

マルチチヤンネルモー 

ドのとさ 



再生モード 

F 

C 

SR 

SW 

Mch 

DIRECT * 

〇 

〇 

O 

o 

己 - LARGE + 
SW 

L 

L 

L 

o 

已 -LARGE 

L 

L 

L 

一 


已 -SMALL + S S S 〇 
SW 


F-LARGE + 
SW 

L 

S 

S 

O 

F-LARGE 

L 

S 

s 

一 

NO-CNTR 
+ SW 

L 

— 

L 

O 

NO-CNTR 

L 

— 

L 

— 


* それぞれのチャンネルの音声信号び直接各 
スピーカーから出力されます。 

表の記号について 

F : フ□ン トス ピーカー 
C :センタースピーカー 
SR :サラウンド スピーカー 
SW :ヴプウーファー 
〇 :あり 
— . なし 
L : Large 
S : Small 


FLargeJ「Small」 とは？ 

「U は、低域を十分に再生でをる大を 
なスピーカーのことです。サラウンド 
スピーカーを 「 S 」 に設定すると、サ 
ラウンドスピーカーの低域成分はサブ 
ウーファーまたはフ□ントスピーカー 
に配分されます。 

通常は 「 MchDWECT 」 または己本す 
ベてのスピーカーを 「 U にする r 已- 
LARGE + SW 」 や「巳- LARGE 」 の 
設定を選びます。7ルチチャンネル 
スーノ くーオーディオ CD ディスクの再生 
時に、音び割れたりマルチチャンネル 
再生の効果び不十分に感じ5れると走 
は、該当するスピーカーの設定を「呂」 
に設定してください。 

5 WAMSW ダイヤルを}甲す。 

MENU を押ずと通常表示に戻0ます。 

ご注意 

• fMch DIRECTJ を選択すると、マルチチヤンネ 
ルマネジメント機能は働をません（バランス調節 
ちでさません)。 

•「 SW 」 を「一」に設定した場合、フ□ントス 
ピーカーの設定は「1_」固定になります。 

• LFE * 信号を含んでいないトラックの再生時はサ 
プウーファーから音声は出力されません CfMch 
DIRECTJ . 「已 - LAR 日 E + SW 」 または「 N 0- 
CNTR + SW 」 び選択されているとさなど)。 

LFE 信号を含んでいないトラックの再生時にちサ 
プウーファーから低域成分を出力させたい場を 
は、スピーカー設定をに」とした設定 （ r 巳- 
SMALL + SW 」 または 「 F-LARGE + SW 」） 

を選びまず。 _ 

* Low Frequency Enhancement (低域信号） 
Cr.l chj と表示されています。） 

• マルチチヤンネルマネジメント機能で、 「2 ch 
DIRECTJ.「Mch D 旧 ECT 」 がの再生モード 
を選択すると、各スピーカーへの音の配分び変わ 
るため、全体の音量び下がる場含びあります。そ 
の場合は、アンプのボ U ュームで調節してくださ 
い。 

• マルチチヤンネルモード時に再生モードを変更ず 
ると、各スピーカーの出カバランス設定は觸除さ 
れます。 

• この機能は、 CD 再生中は働をません。 


20 

















マルチチャンネルモードのとをは、再生音を 
聞をなび5各スピーカーの出カバランスを調 
節することびでをます。停止状態でテスト 
I -ーンを聞さなびら調節することわ巧能で 
す。付属の U モコンでも調節することびでを 
ます。 


rSURR BAU 

フ □ントス ピーカーと サラウンドス ピーカー 
の出カレベル相巧バランス 

rCNTR BAU 

フ□ントスピーカーとセンタースピーカーの 
出カレベル相対バランス 


rsw BAU 

フ□ントスピーカーとサブウーファーの出力 
レベル相対バランス 

ご注意 

• マルチチャンネルモードの種類によっては、出力 
バランス設定び働かない場合びあります。 

• 「[^1(：:11〇旧[0下」選択時は、出カバランスの設定 
はできません。 


MENU (またはリモコンの 
LEVEL ADJ ) を押す。 

U モコンで操作する場合、停止中は手 
順4に、再生中は手順目に進んでくださ 
し、。 


AMSW ダイヤルを回し 
て 、 「LEVEL ADJUST 」 を 
選ぶ。 


6 WAMSW ダイヤルを}甲ず。 

再生中は手順6に進んでください。 

4 WAMSW ダイヤルを回し 
て 、 rroNE ON 」 を選ぶ。 


巧のぺージへつづく 


WAMSW タイヤルを押ず。 

各スピーカーから順番にテスト I ン 
び出力されます。表示窓には、テスト 
I -ー ンび出力されているスピーカーび 
表示されます。 

WAMSW ダイヤルを回し 

て、調節したい項目を選ぶ。 

「SURR BAL 」、 に NTRBAL」、「SW 
BALJ の中から選びます。 

ごミ主意 

マルチチヤンネルモード （20 ページ）で、 
ヴプウーファーを r 一 J に設定した場合、 
rsw BAU は設定できません （「NOT IN 
USE 」 と表示されます)。センタースピー 
カー、サラウンドスピーカーについてち同様 
です。 

WAMSW ダイヤルを押ず。 

出カバランス設定画面び表示されます。 
停止中は選ばれている スピーカーから 
テスト I -ーンが出力されます。 

例えば 、 「SURR BALJ を選んでいる 
場合（停止中）、フ□ントスピーカーと 
サラウンドスピーカーか5のみテスト 
I -ーンが出力されます。 


WAMSW ダイヤルを回し 
て、出カパランスを調節ずる。 

C01 SA-CD 


F 


ごミち意 

出カパランスは最大24段階までの設定び可 
能です。細かい調整び可能なので、目盛りの 
動さを確認でをない場合びあります。 


CD1 

SA-CD 

MULTI CH 

F 」 

1 2 3 4 5 
广ド 6 7 8 910 


各スピーカーの出カバランス 
を調節ずる 


■ 助 w-r か 
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9 WAMSW ダイヤルを押ず。 

手順目の状態に戻ります。 

他のスピーカー調節をする場をは、手 
順目から白をくり返しまず。 

10 調節が終了した5 、 MENU 

(またはリモコンの LEVEL 
ADJ ) を押す。 

通常表示に戻0ます。 


スピーカーまでの距離を設定 
ずる 


接続しているアンプに距離設定 メニュー びな 
い場合は、本機でスピーカーの距離を調節す 
ることびでさます。接続しているアンプにス 
ピーカー距離設定機能びある場合は、アンプ 
側で設定することをおすすめします。この設 
定は、マルチチャンネルスーパーオーディオ 
C □使用時のみ巧能です。お買い上げ時、ス 
ピーカーまでの距離はすべて3 メー トルに設 
定されています。 

「FRT D 旧 T 」 

U スニングポジションからフ□ントスピー 
力一までの距離 

スピーカーびリスニングポジションから等距 
離に設置されていない場合は、近い方に合わ 
せて < ださい。 

rSURR D 旧 T 」 

U スニングポジションからサラウンドスピー 
カーまでの距離 

スピーカーびリスニングポジションから等距 
離に設置されていない場合は、近い方に合わ 
せて < ださい。 

rCNTR DIST 」 

U スニングポジションからセンタースピー 
カーまでの距離 

rsw D 旧 T 」 

U スニングポジションからサブウーファーま 
での距離 

ご注意 

. 本機と本機に接続しているアンプの両方でスピー 
カー距離を設定した場合は、両方び働くため、適 
切な音質を得られません。 

• 下記のよラな場合にはスピーカー距離を設定でさ 
ません。 

一本機び C ひ障報（あるいはスーパーオーディオ 
CD の CD エリア）を読み取っているとを 
一本機びスーパーオーディオ CD の2チヤンネル 
ェ U アを読み取っているとさ 
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1 MENU を押す。 

2 WAMSW ダイヤルを回し 
て 、 「SPK DISTJ を選ぶ。 

3 WAMSW ダイヤルを押ず。 

4 WAMSW ダイヤルを回し 

て、設定項目を選ぶ。 

「FRT □旧 T 」' rSURR DISTJ , 
rCNTR DISTJ . rSW □に T 」 のいず 
れかを選びます。 

ごを意 

マルチチヤンネルモード （20 ページ）で、 
ヴブウーファーを r 一 J に設定した場合、 
rSWD に T 」 は設定できません （「NOT IN 
USE 」 と表示されます)。 「 CNTRDIST 」 
についてち同様でず。 

5 WAMSW ダイヤルを押ず。 

スピーカーまでの 距離び表示されます。 
例えば、 「 SURRDIST 」 を選択した場 
合は、次のよつ II 表术されます。 

™ 姑—巧 

弓片 ヨ、日け E 了 E R PM 


6 WAMSW ダイヤルを回し 
て、 スピーカーまでの S 目離を 
設定ずる。 

1.日メー トルか57.日メー トルの範囲で 
日.1 木ー トルずつ調節でさます。 

C 口1 S 円 -. CD 

弓梓 *? 、 SnETER PM 


7 WAMSW ダイヤルを押ず。 

手順4に戻ります。さ引こ設定項目を 
追加したい場合は、手順4か57をくり 
返してください。 


〇設定を終了するには 、 MENU 
を巧す。 

距離設定の単位を選ぶには 

上記の手順4で 「 DISTUNIT 」 を選びます。 
WAMSW ダイヤルを回して、 rSEL - 
METERJ けートル）または rSEL - FEET 」 
(フィート）を還び、 WAMSW ダイヤル 
を巧します。 


■ 助 w-r か 
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その化の情巧 


ディスクの取り扱い上 
のごま意 

取り扱いかた 

• 文字の書かれていなし^面（再生面） 1 l 手を 
触れないよラに持ちます。 

• 紙や シールを 貼5ないでください。 



• 本機では円形ディスクのみお使いいただけ 
ます。円形し义 H の特殊な形状（星型、八一 
卜型など）をしたディスクを使用します 
と、本磯の故障の原因となることびありま 
す。 

• 中ち/レンタル CD などでシールやのりび 
付着しているディスクは使用しないでくだ 
さい。 

保巧のしかた 

• 直射日光が当たるところなど温度の高い 
所、湿度の高い所には置かないでくださ 
い。 

• ケースに入れて保をしてください。ケース 
に入れずに重ねたり、立てかけておくと変 
形の原因にな0ます。 

ディスクの置をかた 

ディスクを入れるときは、確実にトレイにの 

せてください。ディスクびずれていると、本 

機やデイスクを破損する場をびあります。 


お手入れのしかた 

• 指紋やほこりによるディスクの巧れは、音 
質低下の原因になります。いつわをれいに 
しておをましよラ。 

• ふだんのお手入れは、柔5かい巧でデイス 
クの中むから外の方向へ軽くふをます。 



• ちれびひどいとさは、水でかし湿5せた柔 
5かい布でふいた後、さ5に乾いた巧でか 
気をふさ取ってください。 

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気防 
止剤などは、ディスクを傷めることびあり 
ますので、使わないでください。 
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故障かな？と思った 6 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
ちラ]度点検してください。それでも正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 

音び出ない。 

接続コードのプラグがしっかり差し込まれ 
ていない。 

4アンプを正しく操作していない。 

DIGITAL (CD) OUT COAXIAL/ 

OPT に AL か S 音び出ない。 

4 スーパーオーディオ CD の音声は DIGITAL 
( CD ) OUT COAXIAL / OPT に AL から出力 
されません （8 ページ)。 

再生び始ま6ない。 

4ディスクが入ってレない。 

4文字の書いてある面を上にしてディスクト 
レイにディスクを置く。 

ディスクがななめに入っているので、ディ 
スクを置をなおす。 

ディスクびミちれている （24 ページ)。 
結露しているので、ディスクを取り出して 
電源を入れたままの状態で約]時間放置 
し、再度電源を入れ直してから再生を始め 
る （2 ぺージ)。 

4本機で再生でさないディスクを入れている 
(4 ぺージ)。 

リモコンで操作できない。 

4 U モコンと本体との間に障害物びある。 

4本体の U モコン壁光部に向けて操作して 
いない。 

4 U モコンの乾電池を交換する。 

4本体のコマンドモードが CD 2 に設定され 
ている（日ぺージ)。 


SUB WOOFER か S 音が出ない。 

ヴブウーファー「〇」の再生モード （20 
ページ）を選択してください。 

4 LFE 信号を含んでいないトラックの再生時 
はサブウーファーから音靑は出力されませ 
ん (TMch DIRECTJ . 「已 -LARGE + 

SWJ または 「 N 0 -CNTR + SW 」 が選択 
されているとをなど）。 

スピーカー設定を「引とした設定 （ r 已- 
SMALL + SW 」 または 「 F-LARGE + 
SWJ など）を選ぶとその低域成分びサブ 
ウーファーから出力されます。 

ディスクび取り出せず、 「LOCKED」 

と表示される。 

4お買い上げ店またはソニーサービス窓□、 
ソこ一の相談窓 □ (裏表紙）にお問い合わ 
せ < ださい。 

トレイび閉ま S ず、 「REMOVE」 と表 
示される。 

4トレイに入っているディスクや異物を取り 
除さ、一度電源を切ってか5改めて入れ直 
して < ださい。 

これ S の処置をしてち正常に動作しな 
いとをは 

上記の内容を確認してわ問題が解決せず、正 
常に動作しないとさや、上記政外の問題び発 
生したとさは、一度電源を切り、電源コード 
をコンセントから抜いて、数分待ってから改 
めて電源コードを接続してください。 

ごま意 

電源を入れると、ディスクの種類の判別や調整のた 
め、プレーヤー内からカタカタと音び聞こえること 
びありますび、故障ではありません。 


■ホ S きさ i 
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保証書とアフター 
ヴービス 


偏正書_ 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間で 
す。 


部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再 
生、再利用する場合びあ0ます。その隙、交 
換した部品は回収させていただをます。 

ご相談になるときは次のことをお知6 
せ < ださい。 

• 型式： SCD - XA 1 200 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰 


アフターサービス 


調子び悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラ1度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでち具合の悪いとさはサービス窓 
□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓口のご案内」にある近くのソニーサービス 
窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。詳しくは保証書をご覧<ださい。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場をは、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切0後8年間保有しています。この部 
品保有期間を修理巧能の期間とさせていただ 
をます。保有期間が経過した後ち、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、 
お買い上げ店か、サービス窓口にご相談<だ 
さい。 
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主な仕様 

スーパーオーディオ CD 再生時 

再生周波数範囲 

2Hz 〜1曰曰 kHz 

周波数特性 2Hz 〜 40kHz (-3 服） 
ダイナミックレンジ 

1曰0 d 目政上 
全高調波ひずみ率 

0.003%政下 
ワウ-フラッ ター 

測定限界値 （±0 .日日 1%W. 

PEAK) じ(下 

CD 再生時 

周波数特性 2Hz 〜2日 kHz* 

ダイナミックレンジ 

9巨 cm 上* 

全高調波ひずみ率 

0.003日％ OT* 

ワウ-フラッ ター 

測定限界値け打日日 1%W. 

PEAK) m 下* 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協含）の規格による測 
定値です。 

出力端子 


端子名 

端子お状 

出カレ 
ペル 

負荷ィ 
ン ピー 
ダンス 

ANALOG 

ピン 

2 Vrms 

lOkQ 

OUT 

ジャック 

(已 OkCl 
時） 

政上 

DIGITAL 

角お光コ 

-18 

(発光波長 

( CD ) OUT 

ネクター 

dBm 

目日加 m ) 

OPTICAL * 

ジャック 



DIGITAL 

同軸つネ 

0.已 Vp - 

7己0 

( CD ) OUT 

クター 

P 


COAXIAIJ ^ 

ジャック 



PHONES 

ステレオ 

標準 

ジャック 

已 mW 

32 0 


CD の音声のみ出力 


電源- その他 

電源 AC 100 V、 已0/巨 OHz 

消費電力 1 2W 

最大列お寸法430X 124X3 日 0mm (幅/高さ 
/奥行、最大突起部含む） 

質量 約 7.2kg 


付属品 

オーディオ接続コード 

ピンプラグX2 (赤/白） （2) 

ピンプラグX] ( 黒） （2) 

U モートつマンダー 

RM-ASU001 り） 

乾電池 単3形 （R6) に） 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

安全のために （1) 

保話書り） 

仕様および外観は、改良のため、予告な<変更ずる 
ことびありますび、ご了承ください。 


主なプリント配線板に八□ゲン系難燃剤を使用し 
ていません 

キャビネットに A □ゲン系難燃剤を使用していま 
せん 


ホ9音 Qa 强 
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る部のなまえ 

各部のはた5をについて詳しくは、名称のあとの （） 内のページをご覧ください。 

この取扱説明書では、をに本体での操作のしかたを説明しています。 U モコンでは、本体と同じ 
表示のボタンを使って、同様に操作でさます。 


本体 



田 POWER スイッチ （10 ぺージ） 

回 TIME / TEXT ポタンり3ベージ） 

巧すたびに、曲の再生時間やディスク全 
体の残り時間、 TEXT 情報を表示します。 

回 MENU ボタン（9、11、12,14、19、 
吕1、吕3ぺージ） 

メニュー項目を表おします。 

また、メニューを終了し通常の表示に戻 
します。 

团 MULTI / 吕 CH ボタン（已、1吕ぺージ） 

2チャンネルエ U アとマルチチャンネルエ 
U アの両方び記録されているディスク（己 
ページ）再生時に、マルチチャンネル再 
生と吕チャンネル再生を切 D 換えます。 

固 SA - CD / C □ボタン（已、11ぺージ） 

ノ V イプ U ッドディスク再生時に、スー 
バーオーディオ C □層の再生と、 C □層の 
再生を切り換えます。 


固ディスクトレイ （10 ぺージ） 

团会 ボタン （10 ページ） 

图►ポタン（10、1日、17、18ぺージ） 
图 II ボタン （10 ベージ） 

画■ボタン（10、18ベージ） 

回！ ◄◄ AMSW ダイヤル （ AMS : 頭出し） 
(9、11、に、14、巧、17、19、 

吕1、23ベージ） 

回表示窓 （1 吕ページ） 

回 U モコン受光部回（已ぺージ） 

回 PHONE LEVEL 

へッドホンの音量を調節します。 

画 PHONES 

へッドホンをつなざます。 

へッドホン端子には 、 ANALOG 2 CH 
OUT 端子と同じ内容の信号び出力されま 
す（マルチチヤンネルのダウン5ックス 
信号は出力されません)。 
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丘] CONTINUE ボタン（17、1日べージ） 

シャッフルやプ□グラムち生中に巧すと、 
ふつ5の再生に戻ります。 

SHUFF 1_ E ボタン （17 ベージ） 
PROGRAM ポタン （17 ぺージ） 

回 SA - CD / CD ボタン巧、11ぺージ） 

八イブ U ッドディスク再生時に、スーバー 
才ーディオ CD 層の巧生と、 CD 層の再生を 
切り換えます。 

回 MULTI /2 CH ボタン（日、12ベージ） 

己チャンネルエ1」アとマルチチャンネルエ 
IJ アの両方び記録されているディスク（巳 
ページ）再生時に、マルチチャンネルち 
生と2チャンネル再生を切 D 換えます。 

田数字ボタン （1 1ベージ） 

ダイレクト還曲を行います。 

固 ENTER ポタン （17 ベージ） 

固 CLEAR ボタン（17、18ぺージ） 

プ□グラムされた巧を削除します。 

团 LEVEL (吕1ベージ） 

マルチチャンネルマネージメント機能 （19 
ページ）使用時に出カバランスを調節しまず。 

面 CHECK ボタン （1 日べージ） 

プ□グラムの順番を確認します。 

回たポタン（10、1日、17、18ぺージ） 

■ ■ボタン （10 ぺージ） 

■ボタン（10、18べージ） 

圆◄◄/►►ボタン （1 日べージ） 

因] AMSW/W ( AMS : 頭出し）ボタン 
巧、11、12、14、15、17、19、 

吕1、吕3ベージ） 

回 REPEAT ボタン （16 ベージ） 

画>10ポタン （1 1ぺージ） 

曲番1上を巧すとさに使います。 

圆 TIME / TEXT ボタン （ 13ベージ） 

巧すたびに、曲の再生時間やディスク全 
体の残り時間、 TEXT 情報を表示します。 

画□旧 PLAY MODE ボタン （14 ベージ） 

表示を消して再生することびでさます。 


■ホ3旨さ i 
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索引 


あ行 

一時停止10 


か行 

高速サーチ1已 
コード 

オーディオ接続コード6、7 
同軸デジタル接続コード8 
光デジタル接続コード8 
コマンドモード9 


ま行 

サーチ1日 
再生 

エリアを切り換える12 
<り返し再生する16 
再生したい部分を探す1已 
再生する10 

スーパーオーデイオ CD 層と CD 層を切 
り換える11 
好きな順に再生する17 
ダイしクト選曲で再生する11 
マルチチャンネルスーパーオーデイオ 
CD を楽しむ19 
ランダムに再生する17 
シャッフル再生17 
スーパーオーデイオ CD 已 
スピーカー設定 
距離設定22 
再生モード19 
出カバランス21 
接続する6 


た行 

タィムサーチ1已 
ディスクを入れる1日 
電池6 


は行 

八イブリツドディスク已 
表示12 
付属品27 
プログラム再生 

再生のしかた17 
プログラム内容の確認18 
プログラム内容の蜜要18 


ま行 

マルチチヤンネルマネジメント機能19 


ら行 

リピート再生16 
リモコン6、29 


A-Z 

ANALOG 2 CH OUT (アナログ出力）6 
ANALOG 已 .ICH OUT (アナログ出力）7 
DIGITAL OUT (デジタル出力）8 
POWER スイッチ10、28 
TEXT 13、14 
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